(社)茨城県建築士会

五浦「六角堂」再建支援委員会の発足について

・・・茨大美術研究所「六角堂」の再建に向けて・・・

· 　茨城県北茨城市大津町五浦の五浦美術文化研究所（茨城大学管理）は、長屋門、天心旧邸、六角堂の三つの建物が国登録有形文化財の指定を受けており、本県が誇る文化施設であると同時に、観光資源にもなっている貴重な本県の財産。
· 　この国登録有権文化財のうち「六角堂」が東日本大震災（平成23年3月11日）の大津波で流失したため、茨城大学では、「六角堂」の再建を緊急対応とする方針を決定し、建設当初（明治38年頃の建築）の再建を目指すこととした。

· 　この再建には、時代背景を前提に、建築資材の種類、産地、製法や施工技術などを茨城県県北地域の地域特性等を踏まえた検証が重要であるとの考えから、茨城大学では、本会に対し、会員が有する専門的能力や地域で培った知識・技術等を再建計画づくりに提供頂きたいと協力を要請してきた。（無報酬での協力）

· 　これを受け、本会では小委員会（仮称；五浦「六角堂」再建支援委員会）を設置し、茨城大学の再建チームと研究・検討を重ねていくとともに、宮大工の棟梁や瓦製造者などにも協力を仰ぎながら再建計画を纏め上げることとしています。
· 　これまで、士会単独及び合同委員会を合計5～6回開催し、9月～10月中には再建設計が纏まるまでに至りました。

· 　今後、茨城大学が再建工事を発注し、来年3月に完成の予定。

（再建計画づくりの役割分担）

· 茨城大学（施設管理担当）が建築設計事務所に再建設計の業務委託

· 合同会議（現地調査、建設当初の検証、修繕経緯等の調査、再建設計のまとめ）

· 士会単独委員会（建築資材、製法、施工技術等の検証と再建のための検討）

　　　　　　　　　　　 県内の宮大工の棟梁、県外の瓦製造者の協力

